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a:ThevaleusshowcoI･relationcoeficients．
れた。シベリア・北海道地域の樹脂道間距離
（DL)，針葉長（NL)，内皮鞘直径比（RE）
は本州地域に比べて，大きな値を示した。ま
た，シベリア・北海道地域の下皮細胞層数
（NH）と樹脂道数（NR）は本州地域に比べ
て小さな値を示した。
本州と北海道間に有意差が認められなかっ
たが，両地域とシベリア間に有意差が認めら
れた形質は，気孔数(NST）と鋸歯数(NSE〉
で，シベリア集団は本州と北海道集団に比べ
て小さな値を示した。
そこで，樹脂道直径比（RR)，樹脂道数
（NR)，鋸歯数（NSE）の3形質を用いて、
調査集団の散布図を図4に示した。この結果
はシベリア，北海道，本州の3地域のまとま
りが見られ，3地域間に明らかな違いが認め
られた。
移入組織内の厚膜細胞（NSX，NSS）は．
全ての調査集団で観察されなかった。異形細
胞が観察された集団は，カムチャツカ半島の
エッソ，雌阿寒岳，立山の大谷と美松の4集
団だけで，バイカル湖周辺の集団からは観察
されなかった｡他の形質(LL,LA,RD,RDL〉
は，3地域間で有意差が認められなかった。
針葉の形質間の関係を表3に示した。針葉
の長さ（NL）と有意な相関を示したのは，針
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葉横断面の背軸側辺長（LA）と内皮鞘直径
（DE)，樹脂道数(NR)であった。また，針
葉横断面の側辺長(LL)は，背軸側辺長(LA）
と内皮鞘直径（DE）との間に有意な相関が認
められた。樹脂道直径（DR）は内皮鞘直径
（DE)，及び樹脂道数(NR）との間に有意な
相関が認められた。これらの関係はいずれも
正の相関であることから，針葉が長くなると
針葉と維管束を包む内皮鞘が太くなり，樹脂
道の数が増加し，かつ直径も大きくなる傾向
があることが明らかになった。
針葉横断面の側辺に見られる気孔数
（NST)，及び針葉中央稜の鋸歯数（NSE）
は，針葉横断面の側辺長と樹脂道直径の比
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（RR)との間にはそれぞれ有意な負の相関が
認められた。乾燥適応的形質と考えられる気
孔や鋸歯の数が減少し，機械的傷害に対する
適応形質と考えられる樹脂道直径比が増大す
るということは，冬季の乾燥と強風に対する
適応と考えられる。
集団の位置する標高及び緯度と針葉各形質
との関係を表4に示した。標高との関係につ
いては，ほぼ同緯度地域となるシベリア，北
海道，本州の3地域ごとに相関係数を算出し
た。その結果，3地域共通して，針葉長(NL）
と標高は負の相関が認められた。つまり，標
高が高くなるにつれて針葉長が短くなる傾向
があることを示す。この形質は緯度との相関
が低いことから，気温の影響では無く地形的
な影響を考える必要がある。針葉のサイズを
示すLLとLAの値は，3地域共に標高が高く
なるにつれて小さくなる傾向が見られた。緯
度との関係を見ると，樹脂道直径比（RR）と
樹脂道間距離比(RD）との間には正の相関が
認められ，気孔数（NST）と鋸歯数（NSE）
との間には負の相関が認められた。緯度の変
化にともなう環境勾配に適応した結果と考え
られ，それら形質の3地域間に有意差を生み
出していると推定された。
Sato（1993）はハイマツの葉形タイプを比
較し，北海道のハイマツはシベリアのものに
近く，本州のものと異なることを発表した。
しかし，調査集団を増やし，詳細な比較を行
った今回の研究結果より，シベリアタイプ，
北海道タイプ，本州タイプの3タイプに分け
られることが示唆された。これらの3タイプ
に区別する形質は，生育地の緯度と相関が見
られたので，理科年表(国立天文台編，1993）
の気象データと関連させて考察する。
シベリアタイプは針葉中央の鋸歯密度が小
さく（ほとんど無い)，樹脂道の数が2～3
個，背軸側の樹脂道間の距離が内皮鞘直径よ
りかなり大きく，樹脂道の直径が大きいタイ
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プである。このタイプに見られる樹脂道の発
達は，機械的な破壊に対する適応現象と考え
られる。また，鋸歯数と気孔数が少ないのは
シベリアの乾燥した冬季の気候（低温少雨の
亜寒帯気候，バイカル湖近くのイルクーツク
の2月の平均降水量は8mm）に対する適応現
象と推定された。
北海道タイプは針葉中央の鋸歯密度が長さ
5mmあたり1～4個あり，樹脂道の数が2
～3個，背軸側の樹脂道間の距離が内皮鞘直
径より大きく，樹脂道の直径が小さいタイプ
である。このタイプに見られる樹脂道の発達
状態は，シベリア産と本州産の中間と考えら
れる。これは北海道の気候がシベリアと本州
高山との中間的な性質（冬季は低温だが月平
均50mm以上の降水量がある）を持つことと関
係していると推定された。
本州タイプは針葉中央の鋸歯密度が長さ5
mmあたりl～4個あり，樹脂道の数がO～2
個，背軸側の樹脂道間の距離が内皮鞘直径と
ほぼ同じで，樹脂道の直径が小さいタイプで
ある。このタイプに見られる樹脂道の数と大
きさはシベリアタイプと北海道タイプに比べ
て小さいことから，機械的な破壊が生じる機
会が少ない環境(冬季の月平均降水量が100mm
を越すので，積雪により保護される）に対す
る適応現象と考えられた。
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